
主  題 対馬市及び壱岐市において平成 25 年度公共建設工事発注機関連絡協議会を

開催しました 

実施日 平成25年10月25日、29日 開催場所 対馬労働基準監督署及び 

同署壱岐駐在事務所会議室 

参加人員 対馬振興局7名、対馬市4名、 

壱岐振興局8名、壱岐市５名、 

対馬労働基準監督署２名 

主  催 対馬労働基準監督署 

協議会開催の目的（趣旨） 

 建設業における労働災害防止のためには、その産業の特徴として発注者による事業者への配慮

が極めて重要であるため、発注機関に対して、適切な工期の設定、工事の安全な施工に配慮した

設計や工法の選定等について要請を図り、発注機関が発注する建設工事における労働災害防止活

動の一層の推進、工事施工における労働災害防止を目的に毎年開催しています。 

協議会の概要 

１．平成25年 10月25日（金）に対馬市で、10月 29日（火）には壱岐市で各振興局及び各市 

の担当者の出席により、標記協議会を開催しました。 

 事務局である当署からは、まず、長崎県内及び対馬署管内の建設業における災害発生状況（災 

害発生事例も含め地区別）や臨検監督実施状 

況について具体的に説明しました。 

次いで、今年度の地区別・工事の種類別建設 

工事の施工状況及び管内の特徴的な工事及びそ 

の労働災害発生防止対策について説明しました。 

以上を踏まえ、発注者が配慮すべき事項、 

労災かくしの防止や重点対策等についてあらた 

めて説明し、発注段階からの配慮等の徹底をお 

願いしました。 

10 月 25 日対馬市にて 



 

 最後には、施工業者からの工事方法について 

の質疑、設計予算の考え方等あるいは昨年に引 

き続き年末に向けて建設現場への3者合同パト 

ロールを実施すること等忌憚のない意見交換が 

できました。 

 

２．対馬署では、今後とも発注機関と連携し、 

建設業における労働災害の撲滅に一層努めてま 

いります。各現場でも、年末に向け、現場を再点検し、安全最優先での施工をお願いします。 

 

10 月 29 日壱岐市にて 


